
■内灘町災害復興方針 

令和６年５月１0日 

内  灘  町 

基本理念 

「ともに創ろう、災害に強く住みよい内灘」 

 

令和 6 年１月１日に発生した能登半島地震では、当たり前の日常が大きく揺るがされま

した。北部地区をはじめ、液状化による地盤の陥没や隆起により、住宅地や道路、上下水

道などの公共インフラの被害が広範囲に発生し、本格的な復旧・復興に、かなりの時間を

要することが見込まれます。 

被災されたすべての方の住まいと暮らしを再建するためには、一人ひとりが前を向き、

総力を結集して取り組んでいかなければなりません。 

今後は、安心した日常生活を取り戻せるよう、３本の柱を基本方針に、町民のみなさま

の意向を伺いながら、国や県、関係機関と緊密に連携し、一日も早い復旧・復興を強力に

推し進めてまいります。 

 

復旧・復興に向けた３本の柱 

①住まい・暮らしの再建 

    被災された町民に寄り添い、個々の被災状況に応じた、住まいと暮らしの再建を支

援してまいります。 

    国及び県の被災者支援制度に加え、町の実情に合わせた独自支援制度を検討し

て、生活再建を後押しするとともに、心身と健康の回復・維持に向けた、きめ細かな

サポートを行ってまいります。 

②液状化を踏まえた災害に強いまちづくり 

    町民の生活を支える公共インフラの復旧・復興を迅速に進めてまいります。 

液状化対策に重点をおいた宅地地盤と道路や上下水道など、一体的・効果的な整

備方法により、持続可能で、安全・安心な災害に強いまちづくりを進めてまいります。 

③地域産業の再生 

    今回の災害により休業や減収を余儀なくされた町内事業者の方に対して、国、県と

連携し、地域のなりわいをきめ細かく支援してまいります。 

 

 これら 3本の柱を基本方針として、「復興計画」を策定してまいります。 


